
 

 

 

 

 

 

 

 

今日の学習は，「わり算」で解くというのが分かっているようでも，なぜわり算なのか？人数÷車両，車両÷人

数？なのか？出てきた答えは何を意味するのか？など，意味が理解できることを考えた授業でした。 

 

Ｔ：何でわり算なん？ 

Ｃ：一両あたりの平均を出して一両あたりに何人乗っているかを求めんといけん  

から。 

Ｃ：一つのやつ（車両）が 120，120・・・と，１１５，１１５・・・になる。 

Ｃ：つまり，一つの車両に何人が乗っているかを見つけるために人数を車両（の数） 

でわった。 

Ｔ：何であのままだったら比べられんのん？ 

Ｃ：乗ってる人も車両の数もばらばらだから。一つの車両に乗っている人で比べないと分からない。  

Ｃ：（いう通り書いて・・・）６両の中に，720人がいるから，720÷6で，１両分が 

１２０人・・・・ 

Ｔ：720人と 920人だから，920人の方が多いんじゃないんだ。 

Ｃ：１両の中に何人いるかでないと分からんもん。・・・ 

Ｔ：もう一つ式書いてあるけど（車両÷人数），は何が出てきたん？どっちもええよ  

って言ったけど，これは何が出てきたん？  Ｃ：これは答えがちっさい方が混ん 

どる。   

Ｔ：もう少し分かりやすく説明して・・・ 

Ｃ：この問題の場合は，人数÷車両にします。わけは，1両当たりの人数で比べた方 

が分かりやいからです。720人が 6両に乗っているから 720÷６＝120， 

920人が 8両に乗っているから 920÷ 8=115です。この場合，混んでいる 

かをきかれているので，Ａの車両が混んでいます。 

Ｃ：６と８の公倍数で考えました。6と8の公倍数は24なので，それぞれ人数を４ 

倍，３倍すると６両は，2880人，８両は2760人となって，Ａの方が混みあって 

います。（既習事項を使って考えました。） 

Ｃ：車両の数を人数で割ると，一人当たりの面積で比べることができます。一人あ 

たりの面積は，Ａはね６÷720=0.0083，Ｂは，8÷920=0.0086で一人当 

たりが乗れる車両の面積の数が小さいほうが混んでいます。だからＡが混んで 

います。 

  

子ども達が自分で考えたり，友達と相談したりしながら，それぞれの考えをそれぞ 

れの言葉で伝えていました。その子なりの解釈や理解があって，説明のちょっとし  

た違いがいいと思いました。面白いとおもいました。それを聞き合うことを通し 

て，式や答えの意味の理解を深めていけたのではないかと思います。 

学びのまど
1．礼儀正しい態度のとれる人間      

   
1．自分を大切にし，努力する人

間 

10月30日 
め ざ す   
子ども像 ５年生 

 「Ａの列車には６両に720人が乗り，Ｂの列車には920人が８両の列車に乗っています。どちらが混み

あっているでしょう。」 

 


